


























平成 27年 3月     
東北大学史料館   
1 
 
座
小
田
豊
略
歴 
 
一
九
四
九
年
九
月 
福
岡
県
戸
畑
市
に
生
ま
れ
る 
 
一
九
六
八
年
三
月 
福
岡
県
立
戸
畑
高
等
学
校
卒
業 
一
九
六
九
年
四
月 
東
北
大
学
文
学
部
入
学 
一
九
七
三
年
三
月 
東
北
大
学
文
学
部
哲
学
専
攻
卒
業 
一
九
七
三
年
四
月 
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
入
学 
一
九
七
五
年
三
月 
 
同
前 
 
 
 
 
 
 
 
 
修
士
課
程
修
了 
一
九
七
五
年
四
月 
 
同
前 
 
 
 
 
 
 
 
 
博
士
課
程
進
学 
一
九
七
八
年
三
月 
 
同
前 
 
 
 
 
 
 
 
 
博
士
課
程
単
位
修
得
退
学 
 
一
九
七
八
年
四
月 
東
北
大
学
文
学
部
助
手 
一
九
八
一
年
三
月 
弘
前
大
学
教
養
部
助
教
授 
一
九
九
二
年
四
月 
東
北
大
学
教
養
部
助
教
授 
一
九
九
三
年
四
月 
東
北
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
助
教
授 
一
九
九
八
年
四
月 
東
北
大
学
文
学
部
助
教
授 
一
九
九
九
年
四
月 
東
北
大
学
文
学
部
教
授 
二
〇
〇
〇
年
四
月 
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授 
二
〇
〇
五
年
四
月 
ケ
ル
ン
大
学
客
員
研
究
員
（G
a
stw
iss
e
n
s
ch
a
ftle
r
）（
～
二
〇
〇
五
年
九
月
） 
二
〇
一
一
年
四
月 
東
北
大
学
教
育
研
究
評
議
員
（
～
二
〇
一
三
年
三
月
） 
二
〇
一
一
年
四
月 
東
北
大
学
文
学
部
副
学
部
長
・
大
学
院
副
研
究
科
長
（
～
二
〇
一
三
年
三
月
） 
二
〇
一
三
年
四
月 
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
（
現
在
に
至
る
） 
 
研 
究 
歴 
〔
共
著
・
編
著
〕 
1 
『
ヘ
ー
ゲ
ル
―
―
時
代
と
の
対
話
』
講
座
〈
ド
イ
ツ
観
念
論
〉
第
五
巻
（
廣
松
渉
ほ
か
と
共
著
）
弘
文
堂
、
一
九
九
〇
年
十
一
月 
2 
『
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
へ
の
新
視
角
』
（
加
藤
尚
武
ほ
か
と
共
著
）
創
文
社
、
一
九
九
九
年
五
月 
3 
『
ヘ
ー
ゲ
ル
―
―
知
の
教
科
書
』
（
今
村
仁
司
と
共
編
）
講
談
社
メ
チ
エ
、
二
〇
〇
四
年
三
月 
4 
『
今
を
生
き
る
―
―
東
日
本
大
震
災
か
ら
明
日
へ
！
第
一
巻 
人
間
と
し
て
』（
尾
崎
彰
宏
と
共
編
）
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
三
月 
5 
『
ヘ
ー
ゲ
ル
『
精
神
現
象
学
』
入
門
』
（
加
藤
尚
武
ほ
か
と
共
著
）
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
二
年
五
月 
6 
『
防
災
と
復
興
の
知
―
―3.11
以
後
を
生
き
る
』（
田
中
克
、
川
崎
一
朗
と
共
著
）
大
学
出
版
部
協
会
、
二
〇
一
四
年
六
月 
2 
 
7 
『
生
の
倫
理
と
世
界
の
論
理
』
（
栗
原
隆
と
共
編
）
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
三
月
（
印
刷
中
） 
8 
『
自
然
観
の
変
遷
と
人
間
の
運
命
』
（
編
著
）
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
四
月
（
予
定
） 
 
〔
論
文
〕 
1 
「
自
由
と
共
同
―
―
イ
エ
ナ
期
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
個
別
者
の
問
題
―
―
」
、
『
思
索
』
第
九
号
、
東
北
大
学
哲
学
研
究
会
、
一
九
七
六
年
十
月 
2 
「
ギ
リ
シ
ア
的
な
る
も
の
の
再
構
成
、
あ
る
い
は
理
想
と
現
実
の
架
橋
」
、
『
文
化
』
第
四
三
巻
三
―
四
号
、
東
北
大
学
文
学
会
、
一
九
八
〇
年
三
月 
3 
「
第
四
章 
人
間
の
現
実
存
在
と
し
て
の
コ
ギ
ト
」、
加
藤
尚
武
（
編
）『
ヘ
ー
ゲ
ル
『
精
神
現
象
学
』
入
門
』
有
斐
閣
、
一
九
八
三
年
一
月 
4 
「
第
六
章 
和
解
に
い
た
る
『
精
神
』
の
歴
史
」
の
う
ち
二
四
―
二
六
節
、
同
前
、
一
九
八
三
年
一
月 
5 
「
絶
対
無
と
無
限
性
―
―
イ
エ
ナ
初
期
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
『
絶
対
的
な
も
の
』
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
―
―
」
、
『
文
化
紀
要
』
第
一
九
号
、
弘
前
大
学
教
養
部
、
一
九
八
四
年
一
月 
6 
「
『
自
己
意
識
』
の
問
題
に
お
け
る
フ
ィ
ヒ
テ
知
識
学
の
意
義
に
つ
い
て
」
、
Ｄ
・
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
『
フ
ィ
ヒ
テ
の
根
源
的
洞
察
』
（
座
小
田
豊
・
小
松
恵
一
訳
）
所
収
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
六
年
十
月 
7 
「
社
会
科
学
に
お
け
る
『
客
観
性
』
の
問
題
」
、
滝
浦
静
雄
（
編
）
『
哲
学
の
再
構
築
』
南
窓
社
、
一
九
八
七
年
三
月  
8 
「
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
根
底
に
あ
る
も
の
―
―
主
観
性
と
神
の
思
想
」
、
『
哲
学
会
誌
』
第
二
三
号
、
弘
前
大
学
哲
学
会
、
一
九
八
八
年
四
月 
9 
「
道
徳
性
と
人
倫
―
―
『
実
践
哲
学
の
復
権
』
と
ヘ
ー
ゲ
ル
」
、
加
藤
尚
武
ほ
か
（
編
）
『
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
現
在
』
世
界
思
想
社
、
一
九
八
八
年
十
一
月 
10 
「
精
神
と
国
家
」
、
加
藤
尚
武
ほ
か
（
編
）
『
ヘ
ー
ゲ
ル
―
―
時
代
と
の
対
話
』
講
座
〈
ド
イ
ツ
観
念
論
〉
第
五
巻
、
弘
文
堂
、
一
九
九
〇
年
十
一
月 
11 
「
意
識
と
自
由
―
―
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
お
け
る
『
自
由
』
の
意
味
に
つ
い
て
―
―
」
、
『
東
北
大
学
教
養
部
紀
要
』
第
六
〇
号
、
一
九
九
三
年
三
月 
12 
「
現
代
神
学
の
中
の
ヘ
ー
ゲ
ル
」
、
『
現
代
思
想
』
第
二
一
巻
第
八
号
、
青
土
社
、
一
九
九
三
年
七
月 
13 
「
第
五
章 
世
界
を
自
己
と
み
な
す
自
己
意
識
（
２
）
―
―
行
為
す
る
理
性
」
、
加
藤
尚
武
（
編
）『
ヘ
ー
ゲ
ル
『
精
神
現
象
学
』
入
門 
新
版
』
有
斐
閣
、
一
九
九
六
年
一
月 
14 
「
第
六
章 
和
解
に
い
た
る
精
神
の
歴
史
」
の
う
ち
二
一
―
二
三
節
お
よ
び
二
七
―
二
八
節
、
同
前
、
一
九
九
六
年
一
月 
15 
「
社
会
批
判
―
―
主
体
の
自
己
実
現
の
思
想
―
―
」
、
杉
田
泰
一
ほ
か
（
編
）
『
現
代
の
思
想
』
金
港
堂
、
一
九
九
六
年
三
月 
3 
 
16 
「
無
限
性
と
主
観
性
―
―
近
代
に
お
け
る
自
由
の
ア
ポ
リ
ア
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
、
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
』
第
一
号
、
東
北
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
、
一
九
九
六
年
三
月 
17 
「
必
然
性
と
自
由
―
―
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
お
け
る
自
由
の
意
味
に
つ
い
て
―
―
」
、
『
思
索
』
第
三
〇
号
、
東
北
大
学
哲
学
研
究
会
、
一
九
九
七
年
十
月 
18 
「
『
否
定
的
な
も
の
』
の
意
義
に
つ
い
て
」
、
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
』
第
二
号
、
東
北
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
、
一
九
九
八
年
九
月 
19 
「
精
神
哲
学
の
成
立
―
―
イ
ェ
ー
ナ
体
系
構
想
に
お
け
る
『
無
限
性
』
概
念
の
意
義
―
―
」
、
加
藤
尚
武
（
編
）
『
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
へ
の
新
視
角
』
創
文
社
、
一
九
九
九
年
五
月 
20 
「
自
己
と
他
者
、
わ
れ
わ
れ
、
そ
し
て
…
」
、
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
』
第
三
号
、
東
北
大
学
国
際
文
化
研
究
科
、
二
〇
〇
〇
年
九
月 
21 
「
『
精
神
現
象
学
』
―
―
精
神
の
登
高
の
物
語
」
、
加
藤
尚
武
（
編
）
『
ヘ
ー
ゲ
ル
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
一
年
一
月 
22 
「
近
代
哲
学
に
お
け
る
『
神
』
の
問
題
」
、
『
哲
学
会
誌
』
第
三
五
号
、
弘
前
大
学
哲
学
会
、
二
〇
〇
一
年
一
月 
23 
「
懐
疑
す
る
『
自
己
』
と
『
無
限
』
、
あ
る
い
は
『
理
性
』
の
ラ
ビ
リ
ン
ス
―
―
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
『
懐
疑
主
義
』
を
手
が
か
り
に
―
―
」
、
『
思
索
』
第
三
六
号
、
東
北
大
学
哲
学
研
究
会
、
二
〇
〇
三
年
十
月 
24 
「
フ
ィ
ヒ
テ
に
お
け
る『
真
実
の
生
』を
め
ぐ
っ
て
―
―「
一
八
一
二
年
の
道
徳
論
」を
中
心
に
―
―
」、
『
東
北
哲
学
会
年
報
』
第
二
二
号
、
東
北
哲
学
会
、
二
〇
〇
六
年
五
月 
25 
「
芸
術
と
無
限
」
、
栗
原
隆
（
編
）
『
芸
術
の
始
ま
る
時
、
尽
き
る
時
』
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
四
月 
26 
「
フ
ィ
ヒ
テ
―
―
無
限
の
自
我
と
真
実
の
生
―
―
」
、
加
藤
尚
武
（
編
）
『
哲
学
の
歴
史
』
第
七
巻
、
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
七
年
七
月 
27 
「
『
真
実
の
生
』
に
お
け
る
人
間
―
―
フ
ィ
ヒ
テ
宗
教
論
の
射
程
」
、
『
フ
ィ
ヒ
テ
研
究
』
第
一
五
号
、
日
本
フ
ィ
ヒ
テ
協
会
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月 
28 
「
『
無
限
』
の
形
象
化
と
心
の
襞
―
―
構
想
力
の
可
能
性
に
つ
い
て
―
―
」
、
栗
原
隆
（
編
）
『
形
と
空
間
の
な
か
の
私
』
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
五
月 
29 
「
『
自
由
』
の
運
命
と
し
て
の
否
定
性
―
―
お
の
れ
を
実
現
す
る
懐
疑
主
義
―
―
「
『
精
神
現
象
学
』
二
〇
〇
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
つ
い
て
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
」
、
『
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
研
究
』
第
一
四
号
、
日
本
ヘ
ー
ゲ
ル
学
会
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月 
30 
「
『
神
を
認
識
す
る
』
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
？
―
―
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
お
け
る
『
神
』
の
問
題
―
―
」
、
『
シ
ェ
リ
ン
グ
年
報
』
第
一
七
号
、
日
本
シ
ェ
リ
ン
グ
協
会
、
二
〇
〇
九
年
十
月 
31 
「
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
お
け
る
神
の
思
想
―
―
『
自
由
』
概
念
の
根
本
に
あ
る
も
の
―
―
」
、
『
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
・
イ
ワ
テ 
』
第
四
二
号
、
岩
手
哲
学
会
、
二
〇
一
〇
年
十
一
月 
32 
 
「
共
有
知
と
し
て
の
『
良
心
』
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
―
『
良
心
』
は
誰
の
も
の
か
？
」
、
栗
原
隆
（
編
）
『
共
感
と
感
応
―
―
人
間
学
の
新
た
な
地
平
―
―
』
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
五
4 
 
月 
33 
「『
媒
語
』
と
し
て
の
精
神
の
可
能
性
に
つ
い
て
」、『
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
研
究
』
第
一
七
号
、
日
本
ヘ
ー
ゲ
ル
学
会
、
二
〇
一
一
年
十
二
月 
34 
「『
人
間
と
し
て
』
問
い
か
け
る
こ
と
」、
座
小
田
豊
・
尾
崎
彰
宏
（
編
）『
今
を
生
き
る
―
―
東
日
本
大
震
災
か
ら
明
日
へ
！
第
一
巻 
人
間
と
し
て
』
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
三
月 
35 
「
精
神
の
生
活
―
―
『
喪
わ
れ
た
者
た
ち
』
の
『
記
憶
』
と
『
ふ
る
さ
と
』
の
根
源
的
な
力
に
つ
い
て
―
―
」、
同
前
、
二
〇
一
二
年
三
月 
36 
「
共
通
知
と
し
て
の
『
良
心
』
―
―
そ
の
始
ま
り
と
神
の
問
題
―
―
」
、
栗
原
隆
（
編
）
『
世
界
の
感
覚
と
生
の
気
分
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
二
年
五
月 
37 
"U
n
e
n
d
lich
k
e
it u
n
d
 N
e
g
a
tiv
itä
t –
 ü
b
e
r d
ie
 E
n
tste
h
u
n
g
 d
e
r P
h
ilo
so
p
h
ie
 d
e
s G
e
iste
s 
in
 H
e
g
e
ls J
e
n
a
e
r S
y
ste
m
e
n
tw
ü
rfe
n
", in
: H
e
g
el in
 J
a
p
a
n
, h
rsg
. v
o
n
 Y
. K
u
b
o
, S
. 
Y
a
m
a
g
u
ch
i u
n
d
 L
. K
n
a
tz, M
ü
n
ste
r, 2
0
1
5
 (in
 V
o
rb
e
re
itu
n
g
) 
38 
「『
自
然
』
の
根
源
性
と
『
ふ
る
さ
と
』
の
可
能
性
に
つ
い
て
―
―
ヘ
ー
ゲ
ル
の
イ
ェ
ー
ナ
「
自
然
哲
学
」
構
想
を
手
掛
か
り
に
―
―
」、
第
四
回
日
中
哲
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
予
稿
集
、
二
〇
一
四
年
九
月 
39 
「
無
限
性
と
否
定
性
―
―
ヘ
ー
ゲ
ル
の
イ
ェ
ー
ナ
体
系
構
想
に
お
け
る
「
精
神
哲
学
」
の
成
立
―
―
」、
『
思
索
』
第
四
七
号
、
東
北
大
学
哲
学
研
究
会
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月 
40 
「
承
認
と
労
働
―
―
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
イ
ェ
ー
ナ
精
神
哲
学
』
に
お
け
る
「
媒
語
」
の
意
義
に
つ
い
て
―
―
」（『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
』（
東
北
大
学
国
際
文
化
研
究
科
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
論
講
座
刊
）
第1
0
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
） 
41 
「「
私
」
と
「
私
」
の
間
に
―
―
「
彼
方
へ
の
眼
差
し
」
を
可
能
に
す
る
も
の
―
―
」（
座
小
田
・ 
栗
原
共
編
）（
『
生
の
倫
理
と
世
界
の
論
理
』
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
印
刷
中 
42 
「「
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
の
「
自
然
」
の
根
源
性
に
つ
い
て
―
―
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
イ
ェ
ー
ナ
自
然
哲 
学
」
構
想
を
手
掛
か
り
に
―
―
」（
38
の
拡
大
改
訂
版
）（
『
自
然
観
の
変
遷
と
人
間
の
運
命
』 
（
座
小
田
豊
編
）
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
四
月
）
予
定 
 
〔
翻
訳
〕 
1 
Ｉ
・
フ
ェ
ッ
チ
ャ
ー
『
ヘ
ー
ゲ
ル
―
―
そ
の
偉
大
さ
と
限
界
―
―
』
（
加
藤
尚
武
と
共
訳
）
理
想
社
、
一
九
七
八
十
月 
2 
Ｇ
・
Ｗ
・
Ｆ
・
ヘ
ー
ゲ
ル
「
国
家
体
制
論
」
（
山
崎
純
と
共
訳
）
、
『
現
代
思
想
』
臨
時
増
刊
号
、
第
六
巻
第
一
六
号
、
一
九
七
八
年
十
二
月 
3 
Ｄ
・
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
『
神
の
存
在
論
的
証
明
』
（
須
田
朗
、
中
村
文
郎
、
本
間
謙
二
と
共
訳
）
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
六
年
八
月 
4 
Ｄ
・
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
『
フ
ィ
ヒ
テ
の
根
源
的
洞
察
』
（
小
松
恵
一
と
共
訳
）
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
六
年
十
月 
5 
Ｃ
・
Ｆ
・
Ｖ
・
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
カ
ー
『
時
は
迫
れ
り
―
―
現
代
世
界
の
危
機
へ
の
提
言
―
―
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
八
年
五
月 
5 
 
6 
Ｈ
＝
Ｇ
・
ガ
ダ
マ
ー
『
科
学
の
時
代
に
お
け
る
理
性
』
（
本
間
謙
二
と
共
訳
）
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
八
年
九
月 
7 
Ｗ
・
パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
『
形
而
上
学
と
神
の
思
想
』
（
諸
岡
道
比
古
と
共
訳
）
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
〇
年
一
月 
8 
『
フ
ィ
ヒ
テ
‐
シ
ェ
リ
ン
グ
往
復
書
簡
』
（
後
藤
嘉
也
と
共
訳
）
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
〇
年
五
月 
9 
Ｗ
・
パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
『
神
の
思
想
と
人
間
の
自
由
』
（
諸
岡
道
比
古
と
共
訳
）
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
一
年
十
二
月 
10 
Ｈ
・
ハ
イ
ム
ゼ
ー
ト
『
近
代
哲
学
の
精
神
』
（
後
藤
嘉
也
、
須
田
朗
、
宮
武
昭
、
本
間
謙
二
と
共
訳
）
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
五
年
七
月 
11 
『
続
ヘ
ー
ゲ
ル
読
本
―
―
翻
訳
篇
・
読
み
の
水
準
―
―
』
（
加
藤
尚
武
・
座
小
田
豊
共
編
訳
）
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
七
年
三
月 
全
十
一
章
の
う
ち
分
担
訳
し
た
も
の 
一
、
第
一
章 
ヘ
ー
ゲ
ル
の
政
治
哲
学
（
Ｊ
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
著
、
藤
沢
賢
一
郎
と
共
訳
） 
 
二
、
第
三
章 
絶
対
精
神
と
有
限
者
の
論
理
（
Ｄ
・
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
著
、
石
川
伊
織
と
共
訳
） 
三
、
第
八
章 
精
神
と
そ
の
他
者
（
Ｗ
・
パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
著
、
山
口
誠
一
と
共
訳
） 
四
、
第
九
章 
道
徳
性
と
人
倫
（
Ｊ
・
リ
ッ
タ
ー
著
、
栗
原
隆
と
共
訳
） 
五
、
第
十
一
章
「
歴
史
は
『
自
由
の
意
識
』
に
お
け
る
進
歩
で
あ
る
」
（
Ｆ
・
ヘ
ス
ペ
著
、
吉
田
達
と
共
訳) 
12 
Ｇ
・
Ｗ
・
Ｆ
・
ヘ
ー
ゲ
ル
『
イ
ェ
ー
ナ
体
系
構
想
、
精
神
哲
学
草
稿Ⅰ
（
一
八
〇
三
―
一
八
〇
四
年
）
・
Ⅱ
（
一
八
〇
五
―
一
八
〇
六
年
）
』
（
加
藤
尚
武
、
栗
原
隆
、
滝
口
清
栄
、
山
崎
純
と
共
訳
）
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
九
年
十
二
月 
13 
Ｈ
・
ブ
ル
ー
メ
ン
ベ
ル
ク
『
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
宇
宙
の
生
成
』
第
一
巻
（
小
熊
正
久
、
後
藤
嘉
也
と
共
訳
）
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
二
年
十
二
月 
14 
Ｇ
・
Ｗ
・
Ｆ
・
ヘ
ー
ゲ
ル
「
Ｆ
・
Ｈ
・
ヤ
コ
ー
ビ
著
作
集
第
三
巻
の
書
評
」
（
山
口
誠
一
、
寄
川
条
治
と
共
訳
）
、
寄
川
条
治
（
編
訳
）
『
初
期
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
軌
跡
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
〇
六
年
一
月 
15 
Ｇ
・
Ｗ
・
Ｆ
・
ヘ
ー
ゲ
ル
『
美
学
講
義
（
一
八
二
〇
／
二
一
年
）
』
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ａ
）
）
『
芸
術
終
焉
論
の
持
つ
歴
史
的
な
文
脈
と
現
代
的
な
意
味
に
つ
い
て
の
研
究
』
（
代
表
：
新
潟
大
学 
栗
原
隆
）
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
六
年
三
月
、
九
一
―
一
一
三
頁 
16 
Ｇ
・
Ｗ
・
Ｆ
・
ヘ
ー
ゲ
ル
『
ド
イ
ツ
憲
法
論
』
三
つ
の
草
稿
（
阿
部
ふ
く
子
、
鈴
木
亮
三
と
共
訳
・
監
訳
）
、
同
前
、
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
六
年
三
月
、
一
一
五
―
一
二
一
頁 
17 
Ｅ
・
フ
ィ
ン
ク
『
存
在
と
人
間
―
―
存
在
論
的
経
験
の
本
質
に
つ
い
て
―
―
』
（
信
太
光
郎
、
池
田
準
と
共
訳
）
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
七
年
四
月 
18 
Ｇ
・
Ｗ
・
Ｆ
・
ヘ
ー
ゲ
ル
『
芸
術
の
哲
学 
一
八
二
六
年
夏
学
期
の
講
義
』
、
科
学
研
究
費
補
助
金(
基
盤
研
究
（
Ｂ
）)
『
「
新
旧
論
争
」
に
顧
み
る
進
歩
史
観
の
意
義
と
限
界
、
並
び
に
そ
れ
に
代
わ
り
得
6 
 
る
歴
史
モ
デ
ル
の
研
究
』
（
代
表
：
新
潟
大
学 
栗
原
隆
）
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
八
年
三
月
、
一
四
九
―
一
七
五
頁 
19 
Ｈ
・
ブ
ル
ー
メ
ン
ベ
ル
ク
『
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
宇
宙
の
生
成
』
第
二
巻
（
小
熊
正
久
、
後
藤
嘉
也
と
共
訳
）
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
八
年
七
月 
20 
Ｊ
・
Ｇ
・
フ
ィ
ヒ
テ
『
道
徳
論
の
体
系 
一
八
一
二
年
』、『
フ
ィ
ヒ
テ
全
集
』
第
二
一
巻
所
収
、
晢
書
房
、
二
〇
〇
九
年
三
月 
21 
Ｈ
・
ブ
ル
ー
メ
ン
ベ
ル
ク
『
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
宇
宙
の
生
成
』
第
三
巻
（
小
熊
正
久
、
後
藤
嘉
也
と
共
訳
）
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
一
年
十
月 
22 
Ｗ
・
イ
ェ
シ
ュ
ケ
『
ヘ
ー
ゲ
ル
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
（
久
保
陽
一
、
島
崎
隆
、
山
口
誠
一
、
高
山
守
、
神
山
伸
弘
と
共
監
訳
）
知
泉
書
館
、
印
刷
中
（
二
〇
一
五
年
六
月
刊
行
予
定
） 
 
〔
書
評
・
辞
典
の
項
目
な
ど
〕 
1 
事
典
の
項
目
執
筆
：「
悪
」「
キ
リ
ス
ト
教
」、「
イ
エ
ス
」「
活
動
性
」「
神
と
人
」「
境
位
」「
現
実
化
」
「
自
己
疎
外
」「
自
己
感
情
」「
自
立
性
」「
知
的
直
観
」「
復
活
」「
模
像
」「
ヤ
コ
ー
ビ
」
そ
の
ほ
か
（『
ヘ
ー
ゲ
ル
辞
典
』
加
藤
ほ
か
編
、
弘
文
堂
、
一
九
九
二
年
） 
2  
事
典
の
項
目
執
筆
：「
絶
対
者
」、「
知
的
直
観
」
ほ
か
（『
岩
波
哲
学
思
想
辞
典
』
廣
松
ほ
か
編
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
月
） 
３ 
書
評
：Y
o
u
ich
i K
u
b
o
, D
e
r W
e
g
 zu
r M
e
ta
p
h
isik
, E
n
tsteh
u
n
g
 u
n
d
 E
n
tw
ick
lu
n
g
 d
er 
V
e
rein
g
u
n
g
sp
h
ilosop
h
ie
 b
e
im
 fru
h
e
n
 H
e
g
e
l
、（『
シ
ェ
リ
ン
グ
年
報
』
第
九
号
、
二
〇
〇
一
年
） 
４ 
「
虚
実
の
間
（
あ
わ
い
）
」
（『
世
界
思
想
』
世
界
思
想
社
二
九
号
、
二
〇
〇
二
年
春
） 
５ 
「
若
き
人
へ
の
手
紙
」（『
モ
ラ
リ
ア
』
東
北
大
学
倫
理
学
研
究
会
第
一
一
号
、
二
〇
〇
四
年
） 
６ 
書
評
：
シ
ェ
リ
ン
グ
著 
伊
坂
青
司
・
西
村
清
和
編
『
シ
ェ
リ
ン
グ
著
作
集
第
三
巻
』（『
神
奈
川
評
論
』
五
五
号
、
二
〇
〇
六
年
） 
７ 
書
評
：「
詩
的
反
省
の
翼
に
乗
っ
て
、
た
だ
な
か
に
漂
わ
ん
」
伊
坂
青
司
・
原
田
哲
史
編
著
『
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
研
究
』
（『
シ
ェ
リ
ン
グ
年
報
』
一
五
号
、
二
〇
〇
七
年
） 
８ 
事
典
の
項
目
執
筆
：「
実
践
」、「
観
念
論
」「
承
認
」（『
現
代
倫
理
学
辞
典
』
弘
文
堂
、
大
場
・
井
上
・
加
藤
・
川
本
ほ
か
編
、
二
〇
〇
八
年
） 
９ 
書
評
：「
い
ま
な
ぜ
「
体
系
の
見
直
し
」
な
の
か
」（
久
保
陽
一
編
『
ヘ
ー
ゲ
ル
体
系
の
見
直
し
』
理
想
社
）（『
図
書
新
聞
』
二
九
九
一
号
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
二
七
日
） 
10 
「
主
人
と
奴
隷
の
弁
証
法
」（『
現
代
社
会
学
辞
典
』
大
澤
・
吉
見
・
鷲
田
編
、
弘
文
堂
、
二
〇
一
二
年
） 
11 
「
東
日
本
大
震
災
と
向
き
合
う
：
鼎
談
」（
日
本
建
築
学
会
・
地
盤
工
学
会
共
同
企
画
討
論
、
二
〇
一
四
年
三
月
）） 
 
〔
〔
学
会
活
動
等
〕 
7 
 
東
北
哲
学
会 
委
員
（
一
九
九
九
年
～
現
在
） 
 
 
 
 
会
長
（
二
〇
〇
八
年
四
月
～
二
〇
一
四
年
三
月
） 
東
北
大
学
哲
学
研
究
会 
代
表
（
二
〇
〇
八
年
～
現
在
） 
日
本
哲
学
会 
委
員
（
一
九
九
九
年
～
二
〇
一
〇
年
） 
 
 
 
 
 
 
評
議
員
（
二
〇
一
一
年
～
現
在
） 
 
 
 
 
 
 
理
事
（
二
〇
一
一
年
～
二
〇
一
二
年
） 
 
 
 
 
 
 
編
集
委
員
（
一
九
九
九
年
～
二
〇
〇
二
年
） 
 
 
 
 
 
 
編
集
委
員
長
（
二
〇
〇
七
年
～
二
〇
〇
八
年
） 
日
本
ヘ
ー
ゲ
ル
学
会 
論
文
審
査
委
員
（
二
〇
〇
七
年
～
二
〇
一
〇
年
） 
監
事
（
二
〇
〇
九
年
～
二
〇
一
一
年
） 
理
事
（
二
〇
一
三
年
～
二
〇
一
四
年
） 
公
募
論
文
審
査
委
員
長
（
二
〇
一
三
年
～
二
〇
一
四
年
） 
東
北
大
学
出
版
会 
理
事
（
一
九
九
九
年
～
現
在
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
副
理
事
長
（
二
〇
一
〇
年
～
現
在
） 
 
